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研究報告書 

 医科研・立川らが日本人 HIV 感染者（未治療、218 検体）の血漿より調製したウイルス RNA
を用いて、HIV アクセサリー遺伝子(vif, vpr, vpu, nef)の PCR による増幅を試みた。遺伝子領

域によって若干の差があるが、おおむね 75%の検体について増幅に成功した。これらについ

ては、現在、ダイレクトシークエンス（サンガー法）による配列解析を進めている。また、

増幅の見られなかった約 25%の検体については、プライマーや酵素を変更し、増幅産物が得

られないか、再検討を行っている。 
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